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目標・指標 現状値 目標値

① 行政サービスのデジタル化が進んでいる 17.2% 30%

�×
ü�h�j�t�‹�p�V�”�\�q�›�ß�Q�o�̂ �‘�O��
◯ 全町的なDX推進による業務の効率化
　全町的なDX推進による各種行政サービスのオンライン化や教育支援の
充実、災害時対応の迅速化などを念頭に、データの蓄積・共有・分析等を
横断的に行うための環境整備について検討を進めます。

◯ AI等のデジタル新技術の活用
　様々な分野で担い手不足が深刻となっている本町においては、安定的
なサービスの維持と利便性の向上、更なる業務の効率化に向け、AI等の
デジタル新技術の活用を推進していきます。

Ⅶ. DXの推進による利便性の高いまちづくり
　デジタル技術の活用により地理的制約を解消し、邑南町の豊かな自然環境と仕事を両立できる
基盤を整備します。また、様々な場面での業務効率化につなげていきます。

03
基 本 計 画

つながりを深める
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推進体制と検証方法1
町と町民が協働で進める邑南町のまちづくり
　短期（１年単位）と長期（５～10年単位）でのPDCAサイクルを回して、より効果的な施策・事業展開
ができるように体制を整備し、理念である「地域とつながり、挑戦を育む町」の実現を目指します。

04
計 画 の 実 現
に 向 け て

◯基本構想
◯基本計画

◯事業実施
 （短期PDCAサイクル）

◯効果検証

◯実施改善

　　 計画する Plan

理念等を町民と共有し、年次
計画を示す

理念・まちづくり基本条例等、
行政の計画について知る

地区住民から多様な意見を集
約し、地域の将来計画を策定

各主体において活動等推進
｢地域運営組織」において活動
等推進年次計画に基づき事業を実施

アンケート等への回答参加

　　  やってみる Do

　　  改善する Action

住民会議・町政座談会等で
意見表明

指標等を定点観測
｢地域運営組織」において計画
の進捗確認を実施 　　  振り返る Check 

振興計画審議会で報告・意見
等聴取し、次年度計画に反映

日常的には、集落等を通じた
反映の実施
総会等での事業報告と次年度
事業計画に反映

　　　計画 Plan

　　　実行 Do

　　　改善 Action

　　　検証 Check

　　　計画 Plan

　　　実行 Do

　　　改善 Action

　　　検証 Check

　　　計画 Plan

　　　実行 Do

　　　改善 Action

　　　検証 Check

長期PDCAサイクル

○無作為選出による対面型の意見聴取の場　○毎年度、開催にあたってテーマを設定
○町長も参加し、町民と行政との協働を推進

住民会議

短期PDCAサイクル

地域運営組織町 町民
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○旗（町として目指したい方向性）を町民に丁寧に説明する
○多様なかたちで地域や各種団体等の活動を支援する
○地域自治に関しては「地域運営組織」に具体的な方法論を委任する

1 ｢旗」を立て、町民と協働で推進する

○WEBアンケート調査「おおなん活力インデックス（略称：ODI）」を毎年実施する
○幸福度などの結果や課題を庁内各課や関連団体等と共有する
○改善に向けた検討を行う

2 町民本意で事業を評価し、結果を庁内で共有する

○無作為選出による対面型で思いを聞く機会をつくる
○結果は広く共有し、参加したくなるように充実させる

3 ｢住民会議」等で一人ひとりの思いを聞く

○｢住民会議｣やWEBアンケートの調査結果を振興計画審議会に報告する
○振興計画審議会で得た意見等を庁内各課で協議し、進捗評価と改善につながる仕組みを構築する

4 振興計画審議会を通じて振興計画全体の進捗評価する

町の役割04
計 画 の 実 現
に 向 け て

推進体制と検証方法2
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○町が示す方向性（旗)を踏まえて、地域としての方向性を検討・提示する
○行政等が開催する研修会・講演会等へ積極的に参加する

1 多様な声を集約し、地域としての将来計画を策定

○各地区のおかれた環境、資源（ひと・もの・こと）等を踏まえて取り組みを実践する
○成果や課題を報告会等で町と共有する

2 将来計画に基づき活動・事業を推進

○計画に対して、どのような効果と課題が得られたかを検証し､地域内で共有する
○地区内向けの情報発信によって取組状況を周知・共有する

3 ｢地域運営組織」内で将来計画の進捗を確認

○集落等を通じて意見等を集約する
○総会等での事業報告・次年度計画等に反映させる

4 総会等による定期的な計画の見直しと改善

地域運営組織の役割
推進体制と検証方法304

計 画 の 実 現
に 向 け て
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QRコード

○町が示す方向性、それぞれの環境・状況等を踏まえて取り組みを実践する
○成果や課題を町と共有する

2 町と協働し、地域とつながる

○大人は挑戦するいきいきとした姿を子どもたちに見せ、応援する
○子どもは何かひとつでも自分なりの挑戦に取り組む

3 一人ひとりが挑戦する

○住民会議（無作為選出)へ積極的に参加する
○WEBアンケート調査（おおなん活力インデックス)への回答に参加する

4 効果検証・評価の仕組みに参加する

○町が示す方向性（旗)について、「自分ごと」として向き合う姿勢を持つ
○行政等が開催する研修会・講演会等へ積極的に参加する

1 町の方針を知る、学ぶ

町民の役割04
計 画 の 実 現
に 向 け て

推進体制と検証方法4
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柱 取組の方針 具体的な施策 出生増 移住増 流出減 婚姻率 出生率 暮らし
やすさ 健康 所得・

しごと

ひ
と
を
育
て
る

Ⅰ. 地域社会で共に育てる
　  ｢子育ち環境」の向上

妊娠期からの切れ目のない支援体制の充実 ● ● ● ● ●
愛着形成の促進と豊かな遊びと体験機会の充実 ● ● ●
幼児期の教育・保育の充実 ● ● ●

Ⅱ. 幼少期からの健康づくりで
　  心も身体も大事にケア

総合的な食育の推進 ●
生涯を通じた健康施策の推進 ● ● ● ● ●
スポーツを通じた健康増進の取り組みを推進 ●

Ⅲ. 学校・家庭・地域が一体となった
　  ｢おおなん学」の推進＊

｢おおなん学」の確立・推進 ● ●
子どものロールモデル・マッチング ● ●
子どもが安心して過ごせる環境づくり ● ● ●
町の自然・文化の研究と発信 ● ● ●

Ⅳ. 邑南町の教育にあった
　  学校の在り方の研究・実現

矢上高校・石見養護学校の魅力化推進 ● ● ● ● ●
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 ● ● ●
多様な学びの選択肢の確保・充実 ● ● ●

Ⅴ. 地域での活躍を後押し
　  ー邑南町の未来を描く学び

地域におけるデジタル人材の育成・確保の推進 ● ●
各種コーディネーターのネットワークづくり ● ● ●
町内外の人材還流促進 ● ●

Ⅵ. 公民館エリアの地域資源を
　  生かした教育の充実

公民館等を生かした社会教育の充実 ●
人権・同和教育の啓発・推進 ● ●

し
ご
と
を
伸
ば
す

Ⅰ. テクノロジーを活用した
　  持続可能な農林水産業＊

農林水産業のスマート化を推進 ● ● ●
高収益作物の導入 ● ● ● ●
担い手の確保・育成 ● ● ●
地域での農地維持のあり方検討と圃場等整備 ● ● ●

Ⅱ. 豊富な森林資源の有効活用と
　  循環型林業の確立

森林の集約化による森林整備の推進 ● ● ●
町内産木材利用の促進 ●
企業・町民・行政の三者連携による林業DXの推進 ● ● ●

Ⅲ. 起業・第二創業等の町内事業者の
　  挑戦を支援

｢おおなん相談所」を中心とした事業者支援 ● ●
地域内での経済循環の拡大　 ● ●
起業・創業しやすい環境整備支援 ●

Ⅳ. 道の駅や農産物直売所を起点に
　  観光による経済波及

観光情報の多言語対応推進による満足度向上 ● ●
観光コンテンツの開発　 ●
観光DXの推進 ●

Ⅴ. 邑南町の新たなイメージ戦略と
　  その活用

｢神紅」の産地化とブランド力の向上 ● ●
｢神楽」を生かしたコンテンツ力の向上 ● ● ●
邑南町への多様な関わりしろの充実 ● ●
おおなんブランドで新たな産業の創出 ● ● ●

Ⅵ. 邑南町の自然を守り・生かす
　  ー 環境産業の推進

森林資源の付加価値化 ● ● ●
エネルギーの地産地消による経済基盤の確立 ●
邑南町らしい里山景観の保全 ●

Ⅶ. 多様な働き方ニーズを満たし、
　  働くひとを応援

多様な人材の確保 ● ● ● ●
女性や子育て世代が活躍できる環境づくりを推進 ● ● ●
進出企業会との連携強化・企業誘致 ● ● ● ● ● ● ●

Ⅷ. 事業承継・組織連携・人材確保を
　  通じた事業継続支援

事業継続に向けた人材確保 ●
異業種連携コーディネート機能の強化 ●
農林水産業の後継者確保・育成支援 ●

＊=戦略的重点プロジェクト
施策ごとのKGIへの寄与04

計 画 の 実 現
に 向 け て
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柱 取組の方針 具体的な施策 出生増 移住増 流出減 婚姻率 出生率 暮らし
やすさ 健康 所得・

しごと

く
ら
し
を
守
る

Ⅰ. 道路網維持と施設の長寿命化で
　  インフラを次代に継承

次代につなぐインフラ強靭化 ●
道路交通などの既存インフラの維持 ●
町有資産の利活用を推進 ● ●

Ⅱ. 山と川、生物多様性を保全し、
　  安定した水源を確保＊

上下水道施設の管理・整備の推進 ● ● ● ●
水源確保・施設機能の強化 ● ●
水源地保全等に関する広報 ●
山・川の調査等による自然環境の維持 ● ●

Ⅲ. 町民の生命と財産を守る
　  ー災害・獣害を防ぐ地域の備え

森づくり等を通じた防災・減災の推進 ●
自主防災組織の活動支援、防災知識を持った人材育成 ●
暮らしや生業を鳥獣から守る取り組みの推進 ●

Ⅳ. 誰もが利用しやすい
　  超高速通信インフラの展開

情報通信施設の維持、機器の更新 ● ● ●
ニーズに対応したインターネット環境の整備推進 ● ● ●

Ⅴ. スマート化による効率的な地籍調査 地籍調査の実施 ●

Ⅵ. 住まいづくりと空き家活用で
　  移住・定住支援

移住希望者が暮らしを体感できるプログラムの提供 ● ● ● ●
空き家対策等の推進による社会増 ● ●
危険空き家の除却等による地域の安心づくり ● ● ● ●

つ
な
が
り
を
深
め
る

Ⅰ. 多様な力を結集した
　  地域コミュニティの育成＊

｢地域運営組織」形成および運営支援 ● ●
地域マネージャーの配置と育成の支援 ● ● ●
ふるさと納税(寄附)の充実 ●
｢住民会議」等の交流の場づくりを推進 ●

Ⅱ. 地域での暮らしをあきらめない
　  医療・福祉の推進

地域と連携した生活支援等の体制整備 ● ● ●
安心して暮らし続けるための医療福祉従事者の確保 ● ● ●
わかりやすい福祉情報の発信 ● ●

Ⅲ. 外国人も含めた
　  多文化共生のまちづくりを推進

多文化共生の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●
若者や女性にも選ばれる地域づくり ● ● ● ●
多様な人材がつながり、活躍できる環境の実現 ● ● ●

Ⅳ. 使いやすい交通手段・移動支援の
　  仕組みづくり

官民協働による小さな拠点・交通結節点の整備 ● ● ●
持続可能な生活交通システムづくり ● ● ● ● ● ●
移動支援・交通支援の仕組みづくり ● ●

Ⅴ. 災害からしなやかに立ち上がれる
　  防災体制づくり

災害対応体制の構築・拡充 ●
防災DXの推進 ●
自治体間の広域連携の推進 ●

Ⅵ. 環境衛生の推進と
　  循環型社会の実現

ゴミの削減等による環境負荷低減の取り組み ●
再生可能エネルギーの活用を推進 ● ● ●

Ⅶ. DXの推進による
　  利便性の高いまちづくり

全町的なDX推進による業務の効率化 ● ● ● ●
AI等のデジタル新技術の活用 ● ●

要素 出生数（＋） 移住者数（＋） 流出抑制（＋） 婚姻率 出生率 暮らしやすさ 健康 所得・しごと

KGI
①総人口
8,000人

②15歳未満人口比率
9.3％（744人)

③町民の幸福度
100％（現在値：90.1％)

＊=戦略的重点プロジェクト
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邑南町
邑南町役場   電話 0855-95-1111(代表)
〒696-0192 島根県邑智郡邑南町矢上6000番地
URL https://www.town.ohnan.lg. jp


